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佐渡南西沖上越海盆西部の温度構造
Thermal structure in the western Joetsu Basin, offshore Sado Island, Japan
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ガスハイドレートの安定領域は温度と圧力に依存するため、地下温度構造はガスハイドレートの形成やガスハイドレー
ト安定領域の空間分布を研究する上で重要な情報を提供する。日本海東縁の上越海盆西部はガスハイドレート研究が精
力的に行われている海域の１つである（松本ほか，2009）。上越海盆西部のガスハイドレート集積メカニズムを解明する
ために必要な地下温度構造に関する情報を得ることを目的に、MD179 Japan Sea Gas Hydrates cruiseにおいて 7地点で熱
流量を計測した。計測した熱流量値の範囲は 84-90 mW/m2で、これまでに上越海丘及び海鷹海脚周辺で計測された熱流
量（平均 98 mW/m2、町山ほか（2009））よりも少し小さい値となった。既存の反射法地震探査記録と孔井データを利用
して地下の物性構造モデルを構築し、計測した熱流量を海底面での制約条件として二次元熱伝導温度構造モデリングを
行った。計算の結果、モデル下面に 88 mW/m2 の熱流量を与えた温度構造モデルが海底面で計測された熱流量を最もよ
く説明した。この結果は、温度構造モデリングの範囲では熱の移動が熱伝導優先であること、この地域において地下深
部から供給される熱流量は 88 mW/m2 であることを示唆している。
　本研究は、メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム（MH21）の一環として実施した。
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